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経営基盤の
格段の強化

Quality builds 
Trust

経済的価値
の追求

Transformation＆
Growth

質の伴った成長

「幸せな成長」への貢献

社会的価値
の創造

中期経営計画（FY2023-2025）
Plan for Fulfilled Growth

SMBCグループの取り組みについて
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「幸せな成長」の実現に向けて解決すべき社会課題のうち、特に主体的に取り組む

5つの重点課題の解決に向けて、SMBCグループらしいアプローチで取組を推進

SMBCグループのアプローチ

環境

• 気候変動・自然資本・循環経済に対する統合的なアプローチにより環境保護を推進

• トランジションに資する取組への資金の流れを作り、脱炭素社会の実現に貢献

• ポリシー、ポートフォリオ、個社・案件の観点から適切な気候関連リスク管理を継続

DE&I・人権

• 多様な従業員が互いに尊重し合い、能力・個性を発揮できる職場を実現

• SMBCグループだけでなく、お客さまの人的資本最大化も支援

• 産業の結節点として、ステークホルダーの人権を尊重する体制を整備

貧困・格差
• 学習・挑戦の機会提供により、生まれた環境に関わらず活躍できる社会を実現

• マルチフランチャイズ戦略を掲げる企業として、金融を軸に絶対的貧困の解消に貢献

少子高齢化
• 人生100年時代のさまざまな不安を、多様な商品・サービスの提供を通じて解消

• 年齢・地域を問わず利便性の高い金融サービスにアクセスできる基盤を構築

日本の再成長
• 日本のメガバンクの矜持として、企業の課題解決・成長支援を通じて日本の発展に貢献

• 新産業や次世代の支援など、金融の枠に捉われない挑戦により日本の成長を後押し

5つの重点課題（マテリアリティ）
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フード&アグリ分野に対するアプローチ

持続可能な農業経営モデルの構築

お客様との協働による事業共創

SMBCグループ各社との協働による事業共創

取組内容

Ex. みらい共創ファーム秋田での事業運営・各種実証

Ex. バリューチェーン構築支援・プラットフォーム構築

Ex.  社会的価値創造にかかる商品開発

お客さまの経営課題解決

SMBCグループのサステナビリティ

フード&アグリ分野を取り巻く課題の解決

農業参入事例
としてご紹介
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みらい共創ファーム秋田の会社概要

会 社 名 株式会社みらい共創ファーム秋田

設 立 2016年8月

資 本 金 1億円

所 在 地

〒010-0492
秋田県南秋田郡大潟村字西4-88
TEL
FAX

0185-45-3603
0185-45-3685

代表取締役
涌井 徹
(㈱大潟村あきたこまち生産者協会会長)

事 業 内 容 農産物(米･玉ねぎ)の生産･販売
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秋田県大潟村について

大潟村

かつて琵琶湖に次ぐ日本第二の面積を誇っていた湖、
八郎潟を干拓して誕生した大潟村

ニューヨークや北京とほぼ同じ、北緯40度に位置
(10の倍数の緯線と経線の交点は国内陸地で唯一)

総面積2万2千haの広大な土地で、
主に稲作を主体とした農業経営が盛ん

(出所)Google Mapsを基に弊行作成

北緯
40度

東経
140度
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大潟村の田園風景

(出所)㈱みらい共創ファーム秋田提供の写真を基に弊行作成

大潟村の水稲圃場。
区画整理された圃場が見渡す限り広がっています
（1枚あたり約1.2ha）

タマネギの移植風景（苗を畑に植え付けしています）
SMBCからの出向者も移植機に載って奮闘しています
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みらい共創ファーム秋田の設立経緯･目的
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みらい共創ファーム秋田の事業内容

水 稲 玉 ね ぎ

品 種
ケルタマ、もみじ3号、
ターザン

全国的に珍しい
夏採れ玉ねぎ

米どころ大潟村の
地力が育む
多収米｢ちほみのり｣

品 種 ちほみのり

米の新たな付加価値創造に向けて、
自社で栽培した食用米を原料*に用
いた日本酒造りにも挑戦
*一般的には酒米を使用

6次産業化にも挑戦
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みらい共創ファーム秋田の沿革と主な外部連携事例

水田の中干し延長によるメタン排出量削減

東北タマネギ生産促進研究開発プラットフォーム

スマート農業加速化実証プロジェクト
16/8月 設立

17/8月
玉ねぎ事業開始(20ha)

19/3月
日本酒販売開始

21/4月
令和3年度スマート農業
実証プロジェクト採択

17/4月
水稲事業開始
(2.7ha)

18/4月
水稲面積拡大(15ha)

23/4月
令和5年度スマート農業
実証プロジェクト採択

19/4月
水稲面積拡大(30ha)

22/8月
東北タマネギ生産促進
研究開発プラットフォーム設立

23/7月
Jクレジット制度において
水田の中干し延長を実践

３

1

2

◇ 遠隔営農支援

◇ 農機の自動運転による作業効率化

スマートグラスを用いて、圃場や作物の映像を遠隔拠点の専門家と
リアルタイムに共有し、栽培の指導･支援を受ける実証を実施

３

ロボットトラクタにより耕起作業を自律的に行いながら、苗の植付けを
並行して進めることにより、作業時間を削減する実証を実施

削減した温室効果ガスの量を
国がクレジットとして認証する｢J
クレジット制度｣において、｢水田
栽培における中干し期間の延
長｣を実践し、メタン発生量の
削減に貢献

1

2

東北農研･双日とともにプラットフォームを設立し、東北の玉ねぎ産地化に向けて、
生産･加工･流通における先進的な取組･モデルを共有する体制づくりを推進

▼当社圃場での実証

▼水田における中干し(イメージ)

(出所)㈱みらい共創ファーム秋田提供の写真を基に弊行作成
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これまでの挑戦 ～玉ねぎ生産参入の経緯

国産玉ねぎの供給時期

秋～冬

初夏
春

夏
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これまでの挑戦 ～圃場の造成･整備

伐採

伐根

整地

暗渠･排水

土壌改良

Before

After

(出所)㈱みらい共創ファーム秋田提供の写真を使用

～約1年半後～
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大潟村産玉ねぎの生産過程

11～3月 越冬

6～7月 収穫

7～8月 出荷

10月 定植

8月 播種・育苗

9月下旬 耕起･畝立て4～5月 生長

大潟村産(秋播き)玉ねぎは
約1年かけて生育

(出所)㈱みらい共創ファーム秋田提供の写真を基に弊行作成
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これまでの挑戦 ～直面した障壁

2.4

3.3

4.5 4.8

1.7

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

玉ねぎ収穫量の推移

457 

764 

923 
997 

356 

20 21 22 23 24

収穫量(t)

反収(t/10a)

(年)

3分の1に激減
（連作障害が顕在化）

(出所)㈱みらい共創ファーム秋田提供の資料を基に弊行作成
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次なる打ち手 ～圃場拡大により輪作体系構築を模索

新圃場の航空写真

(出所)Google Mapsを基に弊行作成

そうだ、また開墾しよう

既存圃場
(約20ha)

新圃場
(約40ha)

N

(参考)
東京
ドーム
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開墾作業風景 ～バックホウによる伐根

(出所)㈱みらい共創ファーム秋田提供の写真を基に弊行作成
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今後の挑戦 ～日本農業再生に向けたロードマップ

(出所)㈱みらい共創ファーム秋田提供の資料を基に弊行作成

拡大した圃場は

研修施設等への活用も検討

営農モデルの普及
（他生産者への支援）

新規就農者の増加

経営体の大規模化

業界再編の活発化

日本農業の再生

ファイナンス、コンサルティング
等の支援

SMBCグループ

22～23年
生産安定化

24年～
圃場拡大による
輪作体系構築

中長期～
新規就農者への支援

離農農家の承継者育成
営
農
モ
デ
ル
の
構
築

（
自
社
の
成
長
）

16年
設立
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（参考）ウォーターセル社との資本業務提携

⚫MKFAでの営農アプリ「アグリノート」導入を機に、農業生産データが持つ価値と可能性に着目。

2025年3月に、SMBCは同アプリを運営するウォーターセル社と資本業務提携を開始

（出展：SMBCグループオウンドメディア DX-link記事
「農業DXに近道なし。銀行員が課題を乗り越え描く、農業の未来」）
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